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お　願　いお　願　い

OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

平成18年第２回定例会は、９月26日から27日の２日間の会期で開

かれ、以下の町提出案件・議員提出案件などが決まりました。

Ｘ線ＣＴ装置

（マルチスライスＣＴ）

１台

三好メディカル

代表取締役　外舘勝敏

（北見市）

４６,３０５,０００円

物
品
・
数
量

業
者
名

購
入
金
額

2大空町議会だより　第２号（平成18年11月）

︻
物
品
の
購
入
︼

︻
土
地
改
良
事
業
の
施
行
・

国
営
畑
地
か
ん
が
い
事
業
斜

網
地
域
維
持
管
理
協
議
会
の

設
置
︼

国
営
畑
地
か
ん
が
い
事
業

に
よ
り
基
幹
施
設
等
が
整
備

さ
れ
、
国
か
ら
管
理
委
託
及

び
譲
与
を
受
け
た
施
設
を
網

走
市
、
斜
里
町
、
清
里
町
、

小
清
水
町
及
び
大
空
町
が
共

同
で
管
理
・
執
行
す
る
た
め

の
協
議
会
の
設
置

︻
緑
ダ
ム
管
理
条
例
・
清
泉

頭
首
工
管
理
条
例
の
制
定
︼

畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
り
平
成

15
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
て
い

た
緑
ダ
ム
︵
清
里
町
︶
及
び

清
泉
頭
首
工
︵
清
里
町
︶
の

整
備
に
つ
い
て
、
本
年
度
に

事
業
完
了
の
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
土
地
改
良
法
第
96

条
の
４
に
よ
る
緑
ダ
ム
及
び

清
泉
頭
首
工
の
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

︻
大
空
町
日
常
生
活
用
具
給

付
等
事
業
に
関
す
る
の
条
例

の
一
部
改
正
条
例
︼

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
と
老
人
医
療
の
財
源
移
譲

等
に
よ
る
制
度
改
正
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
条
例
の
制
定
︼

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
等
に
よ
る
制
度
改
正
に
伴

う
条
例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
老
人
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
条
例
の
制
定
︼

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
る
70
歳
以
上
の
一
定
所
得

の
あ
る
方
の
負
担
割
合
の
変

更
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
重
度
心
身
障
害
者

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
条
例
の
制
定
︼

老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ

る
老
人
保
健
医
療
の
一
部
負

担
金
の
変
更
に
伴
う
条
例
の

一
部
改
正

︻
大
空
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
条
例
の
制
定
︼

少
子
化
対
策
に
よ
る
出
産

費
用
の
低
減
と
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
整
備
等
に
伴

う
条
例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
条
例
の
制
定
︼

単
身
者
・
高
齢
者
世
帯
等

か
ら
の
要
望
に
よ
る
10
㍑
用

有
料
ご
み
袋
の
追
加
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
条
例
の
制
定
︼

女
満
別
ト
マ
ッ
プ
川
公
園

の
一
部
供
用
開
始
に
伴
う
条

例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
市
町
村
計
画
の
一
部
変
更
︼

自
動
対
外
式
除
細
動
器

︵
Ａ
Ｅ
Ｄ
︶
導
入
事
業
を
新

た
に
追
加
す
る
こ
と
に
伴
う

計
画
の
一
部
変
更

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
２，

８
１
９
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
74
億
８，

０
２

一
般
案
件

条
例
等
案
件

予
算
案
件



お　願　いお　願　いお　願　い
　議長及び副議長宛の案

内文書については、公務

等の日程調整が必要とな

りますので、必ず議会事

務局まで「持参」か「郵送」

でお届けをお願いします。

送り先

　大空町女満別西３条

　　　　　４丁目１番１号

〠099-2392

大空町議会議長 宛

７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

農
業
基
盤
整
備
事
業
分
担

金
　
△
３，

４
７
１
万
円

障
害
者
福
祉
負
担
金
　
　
　

５
３
９
万
円

合
併
推
進
体
制
整
備
費
補

助
金
　
　
　
２
２
７
万
円
　

障
害
者
福
祉
費
補
助
金

△
４
０
７
万
円

身
体
障
害
者
福
祉
費
負
担

金
　
　
　
　
２
７
２
万
円

障
害
者
福
祉
費
補
助
金
　
　

△
１
９
２
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
　
　

△
３
０
３
万
円

前
年
度
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
介
護
保
険
事

業
等
特
別
会
計
繰
出
金
返

還
金
　
２，

９
８
７
万
円

持
続
的
農
業
・
農
村
づ
く

り
促
進
特
別
対
策
事
業
推

進
交
付
金１，

７
３
５
万
円

道
道
福
住
女
満
別
線
支
障

物
件
補
償
費

３
５
３
万
円

備
荒
資
金
組
合
災
害
支
消

金
　
　
　
　
６
７
６
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

総
合
計
画
策
定
事
業
　
　
　

２
２
７
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
　

１
９
５
万
円

心
身
障
害
者
福
祉
事
業
　
　

△
１
４
１
万
円

障
害
者
支
援
費
事
業
　
　
　

△
４，

４
３
６
万
円

身
体
障
害
者
更
正
医
療
給

付
事
業
　
△
１
５
６
万
円

障
害
者
自
立
支
援
事
業
　
　

５，

１
９
６
万
円

農
業
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

運
営
費
　
　
３
５
３
万
円

町
営
牧
野
管
理
費

１
２
６
万
円

町
道
維
持
補
修
工
事
　
　
　

５
５
８
万
円

河
川
復
旧
工
事
　
　
　
　
　

１
１
７
万
円

質
　
疑

◆
福
祉
バ
ス
運
行
事
業
︵
修

繕
料
27
万
円
︶

森
田
議
員
　
先
日
、
福
祉
バ

ス
が
故
障
し
、
も
う
１
台

の
福
祉
バ
ス
が
代
替
運
行

を
行
っ
た
と
伺
っ
て
い
る

が
、
福
祉
バ
ス
そ
の
も
の

が
老
朽
化
し
て
き
た
中
、

計
画
的
な
部
品
交
換
や
修

繕
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

福
祉
課
長
　
今
回
、
上
川
町

に
て
エ
ア
ー
パ
イ
プ
が
破

損
し
走
行
不
能
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
経
年
劣
化

に
よ
る
破
損
等
が
想
定
さ

れ
る
箇
所
に
あ
っ
て
は
適

宜
対
応
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
途
中
で
走
行
不
能
と

な
ら
ぬ
よ
う
今
後
と
も
事

前
の
修
繕
に
努
め
た
い
。

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
９，

５
４
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
11
億
４，

０
３

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
交
付
金７，

０
３
３
万
円

一
般
会
計
繰
入
金
　
　
　
　

１
３
７
万
円

前
年
度
繰
越
金
　
　
　
　
　

２，

２
１
８
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

出
産
育
児
一
時
金
　
　
　
　

２
０
５
万
円

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
拠
出
金７，

０
３
３
万
円

国
民
健
康
保
険
基
金
積
立

金
　
　
１，

５
７
４
万
円

前
年
度
国
庫
支
出
金
等
返

還
金
　
　
　
７
２
８
万
円

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
２，

２
０
５
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
12
億
４，

４
３

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

現
年
度
医
療
費
交
付
金
　
　

△
２，

０
４
０
万
円

過
年
度
医
療
費
負
担
金
　
　

２
５
２
万
円

前
年
度
繰
越
金

３，

８
９
７
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

前
年
度
医
療
費
交
付
金
等

返
還
金

２，

２
０
５
万
円

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
介
護

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
２，

３
９
４
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
４
億
８，

０
５

５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

介
護
保
険
料
現
年
課
料
分
　

３
１
９
万
円

前
年
度
繰
越
金

２，

０
６
５
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

介
護
保
険
基
金
積
立
金

１，

２
４
７
万
円

前
年
度
一
般
会
計
繰
入
金

等
返
還
金１，

１
３
５
万
円

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
７
万
円
を
追
加
し
、
総
額

が
１，

５
８
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

前
年
度
繰
越
金
　
７
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
　
　
　

７
万
円

平
成
17
年
度
に
お
け
る

﹁
東
藻
琴
村
﹂
﹁
女
満
別
町
﹂

の
一
般
及
び
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
打
切
決
算
並
び
に

﹁
大
空
町
﹂
の
一
般
及
び
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に

関
す
る
認
定
に
つ
い
て
、

﹃
決
算
審
査
特
別
委
員
会
﹄

を
設
置
し
て
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
決
算
審
査
特
別
委
員
会

委

員

長
　
坂
本
　
一
光

副
委
員
長
　
深
川
　

委
　
　
員
　
近
藤
　
哲
雄

松
田
　
信
行

斎
藤
　
宏
司

植
田
　
泰
弘

森
田
　
暢
明

松
岡
　
克
美

元
木
　
良
一

勝
田
　
鉄
城

小
島
　
一
弘

豊
島
　
義
秋

田
中
　
勝
吉

樫
原
　
達
也

森
　
　
　
進

厚
海
　
六
郎

︵
後
藤
議
長
・
平
田
議
会
選

出
監
査
委
員
を
除
く
16
名
︶

3 大空町議会だより　第２号（平成18年11月）

平
成
17
年
度

各
会
計
決
算
審
査



OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

第２回定例会で「決算審査特別委員会」に付託・審査された平成17年

度の「東藻琴村・女満別町」及び「大空町」の一般会計・特別会計の歳

入歳出決算に関する概要は次のとおりです。

第
２
回
定
例
会
で
﹁
決
算

審
査
特
別
委
員
会
︵
委
員

長：

坂
本
一
光
︶
﹂
に
付
託
・

審
査
さ
れ
た
平
成
17
年
度
の

﹁
東
藻
琴
村
・
女
満
別
町
﹂

及
び
﹁
大
空
町
﹂
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
、
10
月
18
日

に
同
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
本
委
員
長
は
審
査
に
先
立

ち
、
﹃
本
特
別
委
員
会
は
、

議
会
が
決
定
し
た
予
算
が
適

正
に
執
行
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
と
共
に
、
そ

の
行
政
効
果
を
測
定
し
評
価

す
る
極
め
て
重
要
な
意
味
が

あ
り
、
次
年
度
の
予
算
編
成

や
行
政
執
行
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
審
査
を
進
め
た
い
。
﹄

と
挨
拶
さ
れ
た
後
、
旧
東
藻

琴
村
一
般
会
計
か
ら
順
に
審

査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

⑴
平
成
17
年
度
東
藻
琴
村
一

般
会
計
・
７
特
別
会
計
決
算

平
成
18
年
３
月
31
日
付

け
で
大
空
町
が
誕
生
し
た

こ
と
に
伴
い
、
合
併
前
の

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平

成
18
年
３
月
30
日
ま
で
の

打
切
決
算
を
審
査
す
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、
前
年

度
実
績
等
の
詳
細
な
比
較

分
析
は
行
え
ず
、
平
成
17

年
度
各
会
計
の
決
算
書
に

記
載
さ
れ
た
計
数
及
び
各

調
書
等
に
つ
い
て
関
係
法

令
に
準
拠
し
て
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
か
、
目
的

に
沿
っ
て
正
確
に
執
行
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の

検
証
を
中
心
に
審
査
・
照

合
し
た
結
果
、﹁
誤
り
の
な

い
も
の
﹂
と
認
め
ら
れ
る
。

⑵
平
成
17
年
度
女
満
別
町
一

般
会
計
・
６
特
別
会
計
決
算

平
成
18
年
３
月
31
日
付

け
で
大
空
町
が
誕
生
し
た

こ
と
に
伴
い
、
合
併
前
の

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平

成
18
年
３
月
30
日
ま
で
の

打
切
決
算
を
審
査
す
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、
前
年

度
実
績
等
の
詳
細
な
比
較

分
析
は
行
え
ず
、
平
成
17

年
度
各
会
計
に
記
載
さ
れ

た
計
数
及
び
各
調
書
等
に

つ
い
て
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
か
、
目
的
に
沿
っ
て

正
確
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
の
検
証
を
中

心
に
審
査
・
照
合
し
た
結

果
、﹁
誤
り
の
な
い
も
の
﹂

と
認
め
ら
れ
る
。

⑶
平
成
17
年
度
大
空
町
一
般

会
計
・
８
特
別
会
計
決
算

平
成
18
年
３
月
31
日
付

け
で
大
空
町
が
誕
生
し
た

こ
と
に
伴
い
、
旧
東
藻
琴

村
・
旧
女
満
別
町
か
ら
引

き
継
が
れ
た
合
併
日
の
暫

定
予
算
の
決
算
を
審
査
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

前
年
度
実
績
等
の
詳
細
な

比
較
分
析
は
行
え
ず
、
平

成
17
年
度
各
会
計
に
記
載

さ
れ
た
計
数
及
び
各
調
書

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
収
支

状
況
は
、
国
内
に
お
け
る
経
済
情
勢
等
が
緩
や
か
に

回
復
基
調
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
中
、
道
内
経
済
情

勢
等
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
深
刻
で
あ
り
、
本
町
に

お
い
て
も
町
税
な
ど
自
主
財
源
の
一
層
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
合
併

後
の
大
空
町
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
三
位
一
体
改

革
等
に
よ
る
様
々
な
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
影
響
等

を
考
慮
し
た
効
率
的
・
計
画
的
な
行
財
政
の
運
営
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
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監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
︵
要
約
︶

佐々木代表監査委員



そ
の
他
議
会
活
動
の
状
況
等

会　計　名

一　般　会　計 86億6,116万円

10億3,871万円

１億9,599万円

12億1,157万円

４億8,716万円

939万円

５億4,964万円

４億3,399万円

5,919万円

126億4,679万円

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−合　　　計

歳入（Ａ）
対前年

度比較

84億1,081万円

10億1,653万円

１億8,917万円

11億7,170万円

４億6,651万円

751万円

５億2,961万円

４億2,045万円

5,907万円

122億7,135万円

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

歳出（Ｂ）
対前年

度比較

２億5,035万円

2,218万円

682万円

3,987万円

2,065万円

188万円

2,003万円

1,354万円

12万円

37億5,445万円

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

収支差額

（Ａ−Ｂ）
審査状況

※平成18年３月31日付けの合併に伴う打切決算等のため、対前年度比較は実施されていません。
※その他平成17年度各会計の決算の状況等は、広報おおぞら11月号をご覧ください。

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業勘定

国民健康保険直営診療施設勘定

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業 勘 定

介護サービス事業勘定

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

個 別 排 水 処 理 事 業

平成17年度  大空町（旧東藻琴村・旧女満別町の各会計決算を含む）
　　　　　　一般会計及び8特別会計決算額及び特別委員会の審査(認定)状況
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等
に
つ
い
て
関
係
法
令
に

準
拠
し
て
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
か
、
目
的
に
沿

っ
て
正
確
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
の
検
証

を
中
心
に
審
査
・
照
合
し

た
結
果
、
﹁
誤
り
の
な
い

も
の
﹂
と
認
め
ら
れ
る
。

町
税
、
保
険
税
及
び
使

用
料
等
に
つ
い
て
は
、
日

頃
か
ら
収
納
向
上
に
努
力

さ
れ
て
い
る
が
、
滞
納
者

の
固
定
化
傾
向
が
強
ま
っ

て
お
り
、
町
税
等
収
納
率

向
上
対
策
推
進
委
員
会
の

機
能
を
最
大
限
に
活
用
し

一
層
の
工
夫
と
努
力
が
望

ま
れ
る
。

法
令
に
基
づ
い
た
不
納

欠
損
処
理
、
納
税
者
等
に

対
す
る
不
公
平
感
を
な
く

す
た
め
に
も
、
悪
質
な
滞

納
者
に
対
す
る
法
的
措
置

等
の
毅
然
と
し
た
対
応
の

ほ
か
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

①
遊
休
施
設
及
び
現
有
施

設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

②
町
営
牧
野
の
あ
り
方
に

つ
い
て

③
土
地
開
発
基
金
と
土
地

開
発
公
社
の
あ
り
方
に

つ
い
て

︻
女
満
別
空
港
消
火
救
難
総
合
訓
練
見
学
︼

10
月
17
日
、
警
察
、
消
防
、
自
衛

隊
、
赤
十
字
病
院
な
ど
の
関
係
機
関

が
参
加

し
て
行

わ
れ
た

女
満
別

空
港
消

火
救
難

総
合
訓

練
の
様

子
を
見

学
し
ま

し
た
。

︻
議
会
行
政
視
察
来
町
対
応
︼

10
月
２
日
、
姉
妹
都
市
の
稲
城
市

議
会
公
明
党
︵
佐
脇
ひ
ろ
し
代
表
ほ

か
３
名
︶
が
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、

議
事
堂
文
化
ホ
ー
ル
の
概
要
等
に
関

す
る
行
政
視
察
の
た
め
来
町
さ
れ
ま

し
た
。

10
月
31
日
、
本
別
町
議
会
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
︵
方
川
英
一
委
員
長

ほ
か
８
名
︶
が
、
道
の
駅
﹁
メ
ル
ヘ

ン
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
﹂
、
新
規

就
農
施
設
等
に
関
す
る
行
政
視
察
の

た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

︻
秋
の
輸
送
繁
忙
期
交
通
安
全
街
頭
啓
発
︼

10
月
18
日
、
秋
の
農
産
物
収
穫
等

の
輸
送

繁
忙
期

を
迎
え
、

交
通
安

全
の
街

頭
啓
発

に
参
加

し
ま
し

た
。

︻
北
網
ブ
ロ
ッ
ク
町
議
会
議
員
研
修
会
︼

10
月
24
日
、
小
清
水
町
に
お
い
て
、

北
網
ブ
ロ
ッ
ク
町
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
の
北
海
道
町
村
議

会
議
長
会
事
務
局
長
　
勢
籏
了
三
氏

か
ら
﹃
議
会
制
度
は
ど
う
変
わ
る
の

か
〜
地

方
自
治

法
の
改

正
と
そ

の
狙
い

〜
﹄
と

題
し
て

講
演
が

行
わ
れ

ま
し
た
。



OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

平成18年9月の第2回定例町議会では、4名の議員から10項目についての質

問がありました。各議員の質問と理事者の答弁要旨は次のとおりです。

※質疑の詳細等は、両地区図書館に備え付けの「会議録」をご覧ください。

各
々
の
上
部
機
関
等
と
の
関

係
が
あ
る
な
ど
、
ワ
ン
フ
ロ

ア
化
す
る
こ
と
で
本
当
に
機

能
す
る
の
か
ど
う
か
多
く
の

課
題
等
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
と
も
お
互
い
の
情
報
を

い
か
に
共
有
す
る
か
の
視
点

に
立
っ
た
農
政
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

議
員
　
一
般
農
業
従
事
者

に
は
な
か
な
か
理
解
す
る
こ

と
が
難
し
い
内
容
で
あ
り
、

個
々
の
不
安
や
心
配
な
点
な

ど
が
払
拭
で
き
て
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
は
な
い
か
。

少
し
で
も
早
く
不
安
や
心
配

な
点
を
取
り
除
き
解
消
し
て

い
く
た
め
に
も
、
行
政
が
中

心
と
な
っ
て
農
業
関
係
団
体

と
の
連
携
を
密
に
し
た
指
導

体
制
づ
く
り
に
取
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
、

Ｊ
Ａ
女
満
別
、
Ｊ
Ａ
東
藻
琴

の
３
農
業
協
同
組
合
の
合
併

協
議
に
お
け
る
組
合
員
向
け

中
間
報
告
書
の
中
に
は
、
行

政
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る

が
、
﹁
農
業
関
係
養
成
機
関

等
を
含
め
た
組
合
員
の
営
農

に
関
す
る
業
務
を
一
箇
所
に

集
約
す
る
営
農
セ
ン
タ
ー
構

想
に
つ
い
て
今
後
協
議
す

る
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
の
で
、今
後
の
課

題
と
し
て
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

町
長
　
国
の
方
針
等
が
確

定
し
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、

農
業
者
の
方
々
に
対
し
何
回

ど
の
よ
う
な
形
で
説
明
い
た

し
て
も
不
安
や
心
配
等
は
拭

い
切
れ
な
い
も
の
と
思
う
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も

関
係
機
関
と
十
分
な
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
個
別
の
相
談

や
対
応
等
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
に

つ
い
て
は
、
特
定
の
部
署
だ

議
員
　
麦
・
甜
菜
・
大

豆
・
で
ん
粉
用
馬
鈴
薯
の
４

品
目
は
、
政
府
管
掌
作
物
と

し
て
一
定
水
準
の
価
格
が
保

障
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る

が
、
品
目
横
断
的
所
得
安
定

対
策
の
法
律
の
制
定
に
伴
い
、

平
成
19
年
産
よ
り
品
目
横
断

的
に
国
が
定
め
る
認
定
農
業

者
に
対
し
、
農
産
物
価
格
と

は
別
に
直
接
支
払
い
に
よ
っ

て
一
定
の
所
得
を
保
障
す
る

制
度
に
変
わ
る
と
さ
れ
て
い

る
。農

業
経
営
上
の
具
体
的
な

方
策
が
決
定
し
て
い
な
い
部

分
も
あ
り
、
多
く
の
農
業
者

が
不
安
を
抱
え
て
い
る
中
、

農
業
関
係
団
体
の
行
政
、
農

業
協
同
組
合
、
農
業
委
員
会

な
ど
は
ど
の
よ
う
な
情
報
の

収
集
と
連
携
に
よ
っ
て
、
農

業
者
へ
の
情
報
提
供
や
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
農
業
関
係
団
体
の

各
事
務
所
を
統
合
し
、
ワ
ン

フ
ロ
ア
化
し
て
業
務
を
行
う

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
昨
年
10
月
の
経
営

所
得
安
定
対
策
大
綱
に
基
づ

き
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
担

い
手
経
営
安
定
新
法
が
成
立

し
た
。
一
定
規
模
以
上
の
担

い
手
を
対
象
に
所
得
を
保
障

す
る
制
度
と
い
う
従
来
の
方

向
が
大
き
く
転
換
す
る
内
容

等
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
段

階
で
は
未
確
定
な
部
分
も
数

多
く
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

町
の
対
応
と
し
て
は
、
認
定

農
業
者
へ
の
誘
導
を
図
る
観

点
か
ら
、
い
か
に
し
て
地
域

の
担
い
手
と
な
る
農
業
者
を

確
保
し
て
い
く
の
か
を
喫
緊

の
課
題
と
し
て
事
務
を
進
め

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
５
年
に
１
度

の
更
新
時
期
を
迎
え
る
認
定

農
業
者
へ
の
指
導
等
や
認
定

農
業
者
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
々
の
新
規
拾
い
出
し

な
ど
、
農
業
協
同
組
合
や
農

業
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら

担
い
手
育
成
確
保
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
作
成
し
、

進
行
・
管
理
を
行
っ
て
い
る

と
共
に
、
昨
年
の
12
月
に
は

近
隣
７
市
町
な
ど
で
﹁
斜

網
・
美
津
地
域
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
﹂
が
設
立

さ
れ
、
新
制
度
へ
の
対
応
策

な
ど
の
情
報
交
換
等
も
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
関
係
団
体
の

事
務
所
統
合
に
つ
い
て
は
、

各
々
が
別
の
組
織
で
あ
り
、

指
揮
・
監
督
・
命
令
系
統
や

6大空町議会だより　第２号（平成18年11月）

農
政
に
つ
い
て

坂
　
本
　
一
　
光
議
員

農
業
関
係
団
体
の
指
導
・

助
言
と
情
報
の
共
有
は

地
域
の
担
い
手
確
保
が

喫
緊
の
課
題

個
々
の
不
安
等
の解

消
を

十
分
に
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
応
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議
員
　
本
町
の
実
質
公
債

費
比
率
は
、
22
・
７
％
と
な

っ
て
お
り
、
一
般
単
独
事
業

等
の
起
債
が
厳
し
く
制
限
さ

れ
る
25
％
に
近
づ
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
両
地
域
に
計

画
さ
れ
て
い
る
事
業
が
遅
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
で
き
な

く
な
る
可
能
性
や
危
険
性
も

考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
財

政
安
定
化
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
過
日
、
新
聞
報
道

さ
れ
た
実
質
公
債
費
比
率
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
地

議
員
　
町
内
で
開
催
さ
れ

る
多
種
多
様
の
行
事
に
つ
い

て
は
、
両
地
域
に
て
同
じ
よ

う
な
内
容
で
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
整

理
・
統
合
を
考
え
て
い
る
の
か
。

方
法
な
ど
の
課
題
等
を
解
決

し
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
統
一
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
も
あ
る
の
で
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
各
種
行
事
の
統
一

化
を
進
め
る
こ
と
は
、
様
々

な
不
便
や
課
題
等
が
出
て
く

る
と
思
わ
れ
る
が
、
将
来
的

な
大
空
町
と
し
て
融
合
・
融

和
の
取
れ
た
地
域
と
し
て
発

展
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
の
で
努
力

を
進
め
て
ほ
し
い
。

町
長
　
関
係
す
る
団
体
の

協
議
等
に
町
と
し
て
も
積
極

的
に
関
わ
り
な
が
ら
、課
題
解

決
に
向
け
て
一
緒
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長
　
各
種
行
事
の
う
ち
、

団
体
が
主
体
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
先
ず

は
関
係
す
る
団
体
の
意
向
等

を
十
分
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
仮
に
、
将
来
的
に

統
一
開
催
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
れ
ば
、

課
題
や
障
害
の
解
決
に
向
け

て
協
議
を
進
め
る
こ
と
や
、

目
標
年
次
を
定
め
な
が
ら
共

同
開
催
に
向
け
て
の
取
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

町
が
主
体
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
統
一
的
に
開
催
し
て
い

き
た
い
と
い
う
考
え
方
を
持

っ
て
取
り
進
め
て
い
る
が
、

開
催
場
所
や
参
加
者
の
移
送

方
債
の
発
行
が
従
来
の
許
可

制
か
ら
協
議
性
に
移
行
し
た

こ
と
に
伴
い
、
起
債
制
限
比

率
に
代
わ
り
地
方
債
制
限
に

用
い
る
指
数
と
し
て
使
用
さ

れ
、
町
全
体
の
実
質
的
な
後

年
度
負
担
状
況
等
を
表
す
も

の
で
あ
る
。
実
質
公
債
費
比

率
が
18
％
を
超
え
る
と
、
従

来
同
様
に
知
事
許
可
を
得
る

必
要
性
が
あ
り
、
さ
ら
に

25
％
を
超
え
る
と
、
一
定
の

起
債
発
行
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
22
・
７
％
と
い
う

数
値
は
、
網
走
支
庁
管
内
19

市
町
村
中
５
番
目
に
高
い
数

値
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
の

事
業
実
績
等
に
よ
り
一
般
会

計
に
お
け
る
元
利
償
還
金
や

他
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
、債

務
負
担
行
為
な
ど
が
多
額
に

上
っ
て
い
る
こ
と
が
主
な
要

因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

土
地
改
良
事
業
等
な
ど
本
年

度
か
ら
新
た
な
借
入
金
の
償

還
が
始
ま
っ
た
も
の
な
ど
も

あ
る
が
、
住
民
生
活
を
考
え

た
中
で
、
過
疎
債
や
合
併
特

例
債
等
の
財
政
措
置
の
あ
る

有
利
な
起
債
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
財
政
計
画
に

基
づ
い
た
財
政
運
営
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

財
政
計
画
に
基
づ
い
た

財
政
運
営

団
体
の
意
向
等
を
尊
重

今
後
の

財
政
安
定
化
対
策
は

公
債
費
比
率
と
財
政
再
建
と

対
策
に
つ
い
て

深
　
川
　
　
　
　
議
員

両
地
域
の

類
似
行
事
の
統
合
は

け
が
集
ま
っ
て
、
全
て
の
事

が
決
定
で
き
得
る
の
か
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

営
農
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、
Ｊ

Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
発
案
と
い

う
こ
と
で
、
東
藻
琴
・
女
満

別
の
両
Ｊ
Ａ
か
ら
は
具
体
的

な
話
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
今
後
、
内
容

等
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き

た
い
。

町
内
イ
ベ
ン
ト
の

今
後
の
実
施
に
つ
い
て



金子 勇吉氏が逝去元女満別町議会議長
大空町名誉町民

〜しめやかに大空町葬が執行される〜
　去る11月18日、大空町名誉町民で元女満別町議会議

長の金子勇吉氏が、病気療養なされていた網走中央病

院にて逝去されました。85歳でした。

　故 金子勇吉氏は、昭和34年から58年までの６期24

年に亘り、当時の女満別町議会議員として、特に、昭和

50年から54年まで副議長、昭和54年から58年まで議

長として町政の発展と議会活動に努められました。

　また、農業協同組合理事、文化連盟会長、社会福祉協

議会会長など多数の公職を務められ、地方自治の発展

や教育振興、社会貢献の事績に対し数々の表彰を受章

なされたほか、平成５年には「勲五等瑞宝章」を受勲、平成12年には女満別町名誉町民となられ、合
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　11月22日、大空町葬が執り行われ、町内外から多数の参会者が故人を偲びご冥福をお祈りいた

しました。
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議
員
　
多
く
の
町
民
の
方

々
は
、
新
聞
報
道
等
な
ど
の

媒
体
を
通
じ
て
色
々
な
情
報

を
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

先
の
実
質
公
債
費
比
率
に
関

す
る
記
事
を
見
て
本
町
の
財

政
状
況
に
不
安
感
を
持
た
れ

て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

町
長
　
最
近
で
は
、
夕
張

市
の
財
政
破
綻
等
に
関
す
る

記
事
な
ど
が
連
日
報
道
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の

財
政
は
ど
う
な
の
か
と
い
う

不
安
を
抱
く
方
も
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

先
の
町
広
報
の
中
で
、﹁
合

併
と
い
う
の
は
、
行
政
効
率

を
高
め
て
財
政
基
盤
を
強
化

す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で

あ
り
、
合
併
し
た
こ
と
で
財

政
的
に
楽
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
﹂
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、

今
後
予
定
し
て
い
る
各
地
域

で
の
懇
談
会
等
に
お
い
て
、

町
民
の
方
々
に
対
し
町
の
置

か
れ
て
い
る
現
状
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
ど
こ
の
自
治
体
も

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
も
合
併
を
す
る
と

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
く
る

と
考
え
て
い
る
町
民
の
方
々

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

今
後
、
合
併
特
例
債
等
の

有
利
な
起
債
の
活
用
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
厳
し
い
現
実
を
町

民
の
方
々
に
伝
え
て
い
く
と

同
時
に
、
新
町
へ
の
夢
と
希

望
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
十
分
承
知
し
て
い
る
。

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
は
光
ケ
ー
ブ
ル
埋
設

事
業
に
活
用
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
後
の
建
設
計
画

や
総
合
計
画
の
実
施
に
当
た

っ
て
、
有
効
な
時
期
に
活
用

し
て
い
く
な
ど
計
画
的
な
財

政
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
役
場
と
総
合
支
所

に
お
け
る
職
員
数
等
の
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
は
現
在
、

色
々
と
調
整
過
程
に
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
現
時

点
で
の
問
題
等
を
含
め
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
役
場
に
お
い
て
は
、

女
満
別
地
域
の
総
合
行
政
及

び
町
全
体
の
施
策
調
整
な
ど

の
総
括
的
な
管
理
事
務
の
役

割
、総
合
支
所
に
お
い
て
は
、管

理
部
門
を
除
く
東
藻
琴
地
域

の
総
合
行
政
の
役
割
と
し
て

分
担
を
し
、
町
長
部
局
で
は

役
場
に
９
課
、
総
合
支
所
に

５
課
の
組
織
体
制
と
し
て
人

員
配
置
を
行
っ
て
い
る
。
合

併
か
ら
６
ヶ
月
経
過
し
た
が
、

当
初
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
含
め
、
今
後
も
地

域
間
の
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
そ

の
時
々
の
行
政
需
要
等
に
対

応
し
た
組
織
機
構
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
東
藻
琴
地
区
の
住

民
は
、
役
場
も
総
合
支
所
も

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
機
能

で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
理
解

し
て
い
る
中
、
総
合
支
所
の

待
ち
時
間
が
多
く
な
っ
た
、

職
員
が
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
意
見
を
聞
い
て
い
る
が
、

町
長
に
は
問
題
点
等
の
指
摘

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
実
際
に
、
総
合
支

所
の
職
員
が
極
端
に
少
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
ご
意
見
を
お
聞
き

し
て
い
る
。
東
藻
琴
地
区
か

ら
差
引
き
18
名
の
職
員
が
減

少
し
て
い
る
が
、
組
織
機
構

の
総
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
人
員
配
置
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
業
務
の
中

で
大
き
な
支
障
が
出
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
報
告
は
寄
せ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
も

窓
口
等
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
意

見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
適

宜
検
証
の
う
え
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

両
地
域
の
公
平
性
に
つ
い
て

町
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
伝
え
た
い

有
効
な
時
期
に

活
用
し
た
い

行
政
需
要
等
に
対
応
し
た

組
織
機
構
を
検
討

現
時
点
で
の
問
題
は

合
併
特
例
債
の
活
用
は

財
政
状
況
の
見
通
し
は
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議
員
　
女
満
別
地
区
に
は
、

都
市
公
園
や
公
営
住
宅
が
立

派
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

歩
道
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、

20
年
以
上
も
手
が
付
け
ら
れ

て
い
な
い
箇
所
の
ほ
か
上
下

水
道
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
相

当
傷
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

も
う
少
し
町
内
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
投
資
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
の
か
。

町
長
　
女
満
別
地
区
の
歩

道
延
長
は
33
・
18
㎞
、
舗
装

完
了
は
25
・
33
㎞
で
舗
装
率

76
％
。
東
藻
琴
地
区
の
歩
道

延
長
は
16．

95
㎞
、
舗
装
率

１
０
０
％
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
過
去
の
道
路

台
帳
へ
の
登
載
の
考
え
方
に

相
違
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
市
街
地
区
の
歩

道
に
つ
い
て
は
、
道
幅
も
狭

く
未
舗
装
の
箇
所
も
多
く
、

地
盤
の
悪
化
や
上
下
水
道
工

事
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
よ

る
凸
凹
が
見
受
け
ら
れ
、
必

ず
し
も
安
全
で
快
適
な
交
通

環
境
に
な
っ
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

今
後
、
新
総
合
計
画
な
ど

の
中
で
、
総
合
的
に
判
断
し

て
順
次
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
最
近
は
、
高
齢
者

の
方
で
電
動
式
の
車
椅
子
や

電
動
カ
ー
に
乗
ら
れ
て
い
る

様
子
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
歩
道
を

通
ら
ず
車
道
を
通
ら
れ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
将
来
的
に

も
ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
高

齢
者
の
方
々
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
歩
道
整
備
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
子
供
た
ち
や
高
齢

者
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
に

対
す
る
歩
行
環
境
が
十
分
で

な
い
箇
所
が
随
所
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
い

る
。
新
総
合
計
画
の
中
で
、

優
先
順
位
を
持
っ
て
取
り
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

女
満
別
地
区
の
歩
道
の

舗
装
に
つ
い
て

樫
　
原
　
達
　
也
議
員

町
内
の
歩
道
整
備
は

順
次
整
備
に
努
力

早
急
な
整
備
を

議
員
　
本
町
は
、
女
満
別

空
港
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
固
定
資
産
税
や
交
付
金

等
の
歳
入
が
あ
る
が
、
そ
の

一
部
を
町
の
住
民
に
な
っ
た

人
た
ち
へ
直
接
還
元
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

町
長
　
女
満
別
空
港
に
関

係
す
る
平
成
18
年
度
歳
入
予

算
は
、
固
定
資
産
税
約
８
千

万
円
、
国
有
資
産
等
所
在
市

町
村
交
付
金
約
４
千
９
百
万

円
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
約

３
千
３
百
万
円
の
合
計
約
１

億
６
千
２
百
万
円
の
税
収
で

あ
り
、
小
規
模
な
町
に
と
っ

て
貴
重
な
自
主
財
源
と
な
っ

て
い
る
。
航
空
燃
料
譲
与
税

は
法
律
に
よ
り
、
空
港
所
在

自
治
体
に
お
け
る
騒
音
対
策

や
関
係
施
設
の
整
備
な
ど
使

途
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
定
住
対
策
等
に
直
接
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ

れ
い
る
。
あ
る
市
町
村
で
は
、

住
民
の
方
々
が
納
め
ら
れ
た

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
を
明
確
に
す
る

観
点
か
ら
、
税
収
の
何
％
か

を
一
定
の
事
業
に
充
当
す
る

施
策
を
展
開
し
て
い
る
事
例

が
あ
り
、
本
町
の
移
住
・
定

住
対
策
に
結
び
つ
く
よ
う
な

取
組
み
が
で
き
る
の
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
団
塊
の
世
代
の

方
々
が
定
年
を
迎
え
、
新
た

な
移
住
先
を
探
し
て
い
る
。

町
内
に
住
宅
を
新
築
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
固
定
資
産
税
等

の
収
入
の
ほ
か
、
地
元
建
築

業
者
な
ど
へ
効
果
が
波
及
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、

移
住
・
定
住
対
策
に

結
び
つ
く
取
組
み
の
検
討

多
少
の
Ｐ
Ｒ
に
使
っ
て
み
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
誘
致
企
業
に
対
し

て
は
、
固
定
資
産
税
相
当
分

を
補
助
金
交
付
す
る
と
い
う

政
策
を
進
め
て
お
り
、
個
人

の
方
々
の
移
住
・
定
住
へ
の

誘
導
方
策
に
関
し
て
も
、
行

政
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の

方
々
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら

地
域
と
し
て
の
受
け
皿
づ
く

り
へ
の

議
論
を

深
め
て

い
き
た

い
と
考

え
て
い

る
。

定
住
対
策
に
つ
い
て

空
港
関
連
歳
入
の

住
民
へ
の
還
元
は

議
員
　
女
満
別
地
区
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
横
の
資
源

ゴ
ミ
置
き
場
は
、
日
曜
の
午

後
に
な
る
と
満
杯
に
な
っ
て

し
ま
う
状
況
で
あ
る
が
、
施

設
を
も
う
少
し
大
き
く
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

資
源
ゴ
ミ
置
き
場
の

拡
張
は

町
長
　
平
成
11
年
４
月
に

開
設
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
横
の
資
源
物
置
き
場

は
、
事
情
等
が
あ
っ
て
決
め

ら
れ
た
曜
日
や
指
定
場
所
に

資
源
物
を
出
せ
な
い
町
民
の

方
々
の
便
宜
を
図
り
、
土
・

事
業
者
の
方
々
へ
の啓

発

優
先
順
位
に
よ
り
推
進
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日
・
祝
日
及
び
平
日
夜
間
な

ど
の
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
時
間
帯
に
利
用
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

12
年
に
30
㎡
の
小
屋
を
設
置

し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的

に
は
、
個
人
の
方
々
の
資
源

物
の
受
入
れ
を
予
定
し
て
い

る
が
、
事
業
者
の
方
々
の
資

源
物
も
多
く
持
ち
込
ま
れ
て

い
る
状
況
と
伺
っ
て
お
り
、

事
業
者
の
方
々
へ
の
平
日
の

施
設
へ
の
搬
入
な
ど
に
つ
い

て
お
願
い
を
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
解
決
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
教
育
委
員
会
の
果

た
す
役
割
が
極
め
て
重
い
中
、

町
内
の
小
学
校
に
て
不
登
校

の
事
例
が
発
生
し
て
い
る
と

の
噂
を
聞
い
て
い
る
。
い
じ

め
や
不
登
校
の
問
題
な
ど
町

内
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

実
態
把
握
等
に
つ
い
て
は
十

分
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
長
　
い
じ
め
、

不
登
校
等
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
を
含
ん
で
お
り
、
個
人
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
十
分
配

慮
し
た
対
応
が
肝
要
で
あ
る
。

日
頃
の
教
育
活
動
を
通
じ
、

各
学
校
長
を
中
心
に
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
心
の
通
い

合
う
指
導
と
対
応
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

い
じ
め
問
題
に
関
し
て
は
、

学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、
自

分
よ
り
弱
い
者
に
対
し
て
一

方
的
に
身
体
的
・
心
理
的
な

攻
撃
を
継
続
的
に
加
え
、
相

手
が
深
刻
な
苦
痛
を
感
じ
る

も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
い

か
な
る
事
情
が
あ
ろ
う
と
も

い
じ
め
を
受
け
た
被
害
者
の

児
童
・
生
徒
の
心
情
と
立
場

に
た
っ
て
、
加
害
者
の
児

童
・
生
徒
が
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
行
為
に
至
っ
た
の
か
を
十

分
に
把
握
し
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
指
導
等
を
行
う
よ
う

各
学
校
へ
指
導
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
学
校
内
に
組
織
さ
れ

て
い
る
指
導
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
学
校
全
体
の
指
導

徹
底
の
体
制
強
化
の
ほ
か
、

保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
連

携
・
協
力
を
含
め
た
総
合
的

な
対
策
に
取
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
不
登
校
問
題
に
関

し
て
は
、
何
ら
か
の
心
理

的
・
身
体
的
・
社
会
的
な
要

因
に
よ
っ
て
児
童
・
生
徒
が

登
校
し
な
い
、
ま
た
は
、
登

校
し
た
く
て
も
で
き
な
い
状

態
に
あ
り
、
年
間
30
日
以
上

の
欠
席
者
の
う
ち
、
病
気
や

経
済
的
理
由
を
除
い
た
も
の

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

学
校
に
お
い
て
は
、
保
護

者
と
の
連
携
し
て
要
因
の
的

確
な
把
握
や
対
策
に
取
組
ん

で
お
り
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
各
学
校
と
連
携
を
し
な

が
ら
課
題
へ
の
対
応
を
講
じ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

教
育
長
　
町
内
に
お
け
る

い
じ
め
、
不
登
校
等
の
問
題

に
つ
い
て
、
各
学
校
に
調
査

各
学
校
と
の
連
携
を

密
に
し
て
課
題
に
対
応

い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題
と

教
育
現
場
の
対
応
は

小
　
島
　
一
　
弘
議
員

を
し
た
結
果
、
い
じ
め
の
事

例
は
な
い
が
、
嫌
が
ら
せ

的
・
い
た
ず
ら
的
な
事
象
が

見
受
け
ら
れ
る
と
の
報
告
が

あ
る
。
ま
た
、
不
登
校
の
事

例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
小
学

校
に
お
い
て
不
登
校
の
実
態

は
な
い
が
、
不
登
校
気
味
の

児
童
が
見
受
け
ら
れ
る
と
の

報
告
が
あ
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

町
内
の
各
園
・
学
校
か
ら
提

出
さ
れ
て
い
る
学
校
経
営
報

告
の
中
で
児
童
・
生
徒
の
様

子
を
適
宜
報
告
を
受
け
て
い

る
と
共
に
、
園
長
・
校
長
会

議
の
中
で
情
報
等
を
把
握
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
帰
っ
て
指

導
徹
底
す
る
仕
組
み
づ
く
り

し
て
い
る
。

議
員
　
い
じ
め
や
不
登
校
等

の
問
題
が
起
き
た
時
に
、
文

部
科
学
省
が
定
め
る
基
準
上

の
問
題
と
し
て
考
え
る
の
で

は
な
く
、
教
育
委
員
会
と
し

て
、
大
空
町
の
未
来
を
託
す

存
在
で
あ
る
子
供
た
ち
を
預

か
る
教
育
現
場
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
、
そ
れ
ら

の
問
題
等
に
取
組
む
の
か
と

い
う
基
本
姿
勢
を
確
認
し
た

い
。一

番
に
対
策
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
じ
め

等
に
よ
っ
て
傷
を
受
け
た
り
、

被
害
的
な
状
況
が
生
じ
て
い

る
子
供
た
ち
を
中
心
に
考
え

﹁
い
じ
め
﹂
問
題
等
と

教
育
現
場
の
対
応
に
つ
い
て

定
義
問
題
で
は
な
く

基
本
姿
勢
は



義 援 金 を 贈 呈
佐呂間町議会へ

〜大空町議会議員会〜

　去る11月７日に発生した佐呂間町若佐地区

における竜巻災害は、距離約１km、幅最大200m

の細長い帯状に死者９名、負傷者26名、建物の

全半壊等62棟などの甚大な被害をもたらし、同

町に災害救助法が適用される結果となりました。

　大空町議会議員会（小島一弘会長）では、この

竜巻災害の少しでも早い復興・復旧を願い、ご

遺族への弔意と被災者の方々へのお見舞いと

して、11月20日、佐呂間町議会（鈴木　洋議長）

に対し10万円の義援金をお渡ししました。

の
問
題
を
抱
え
る
子
供
と
親

が
お
ら
れ
、
実
際
に
そ
の

方
々
か
ら
相
談
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
は
、
教
職
員

の
処
遇
等
に
関
す
る
対
応
を

取
扱
う
機
関
で
あ
る
の
で
、

今
後
も
公
正
な
判
断
を
持
っ

て
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

は
﹁
人
づ
く
り
﹂
で
あ
り
、

大
空
町
の
将
来
を
託
す
観
点

か
ら
、
町
長
は
こ
れ
ら
の
問

題
等
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
で

は
、
各
学
校
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
報
告
書
に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
議
を
開
催
し
て

様
々
な
観
点
か
ら
判
断
を
行

っ
て
い
る
。
各
学
校
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
正
確
な
情
報
の
把

握
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
教
育
現
場
か
ら
の
正

確
な
情
報
に
基
づ
く
指
導
や

対
応
が
必
要
と
の
観
点
か
ら

学
校
長
の
報
告
書
を
重
視
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
昔
、
私
の
通
っ
て

い
た
学
校
の
学
級
で
あ
っ
た

い
じ
め
問
題
で
、
当
時
の
担

任
の
先
生
が
ク
ラ
ス
の
児
童

全
員
を
残
し
、
ど
う
し
た
ら

新
し
い
学
級
を
作
れ
る
か
泣

き
な
が
ら
話
を
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
議

論
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
議
員
も
教
育
委
員
会

も
、
子
供
た
ち
の
こ
と
を
一

番
に
考
え
て
議
論
を
さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、

子
供
た
ち
を
中
心
に
お
い
た

議
論
で
あ
れ
ば
、
色
々
な
行

き
違
い
も
解
決
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
非
常
に
難

し
い
問
題
で
あ
る
が
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

解
決
策
が
良
い
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
な
が
ら
今
後
と

も
対
処
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
現
実
的
に
不
登
校

の
原
因
の
一
つ
と
想
定
さ
れ

る
教
師
に
よ
る
体
罰
は
存
在

し
て
い
な
い
の
か
。
学
校
長

か
ら
の
そ
の
よ
う
な
報
告
は

な
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

個
人
的
に
も
今
後
、
別
な
場

所
で
色
々
と
調
査
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

教
育
長
　
町
内
に
お
い
て
、
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て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
校
長

か
ら
の
報
告
だ
け
で
良
い
の

か
。
当
該
担
任
の
先
生
や
保

護
者
の
方
か
ら
も
話
や
意
見

等
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長
　
今
回
の
一
般
質

問
を
踏
ま
え
、
再
度
、
学
校
に

確
認
等
を
行
っ
た
結
果
、
現

時
点
で
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
に
該
当
す
る
児
童
・
生
徒

は
い
な
い
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。
し
か
し
、
嫌
が
ら
せ

等
を
受
け
て
い
る
子
供
や
断

続
的
に
欠
席
し
て
い
る
子
供

が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

校
長
を
通
じ
て
指
導
等
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

随
時
指
導
・
助
言
は
行
う
が
、

学
校
教
育
法
の
規
定
を
踏
ま

え
、
各
学
校
の
自
立
性
・
主

体
性
と
学
校
経
営
者
と
し
て

の
校
長
の
考
え
方
を
尊
重
し

な
が
ら
対
処
し
て
い
る
。

議
員
　
現
実
的
な
問
題
と

し
て
、
い
じ
め
や
不
登
校
等

公
正
な
判
断
を
持
っ
て

対
応
を

学
校
へ
の
指
導
・

助
言
等
を
徹
底
す
る

正
確
な
情
報
把
握
に

努
力
す
る

議
員
　
本
町
に
お
け
る
滞

在
型
交
流
人
口
の
増
加
対
策

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
に
よ

る
﹁
北
の
大
地
へ
の
移
住
促

進
事
業
︵
＝
首
都
圏
の
退
職

者
等
を
対
象
に
本
道
へ
の
移

住
促
進
を
図
る
取
組
み
︶
﹂

と
連
携
を
密
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

現
時
点
に
お
い
て
、
町
独
自

の
情
報
発
信
と
体
験
的
な
季

節
移
住
等
の
受
入
れ
態
勢
等

の
整
備
は
具
体
的
に
行
っ
て

︿
移
住
促
進
﹀と
定
住
対
策
に
つ
い
て

情
報
発
信
と
受
入
れ

態
勢
の
整
備
は

体
罰
が
全
く
発
生
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
一
概

に
否
定
で
き
な
い
が
、
現

段
階
で
は
、
不
登
校
気
味

と
な
っ
て
い
る
子
供
と
教

師
に
よ
る
体
罰
と
の
関
連

性
は
な
い
も
の
と
判
断
し

て
い
る
。

不
登
校
気
味
の
児
童
・
生

徒
に
あ
っ
て
は
、
学
校
に

登
校
し
て
も
教
室
に
入
れ

な
い
と
い
う
よ
う
な
事
態

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
学

校
に
お
い
て
適
応
指
導
教

室
と
い
う
よ
う
な
形
で
十

分
な
対
応
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

い
る
の
か
。

町
長
　
本
事
業
に
は
、
全

道
87
市
町
村
、
網
走
支
庁

管
内
12
市
町
村
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
、

３
件
の
問
合
せ
が
あ
り
、

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
が
推
進

し
て
い
る
﹁
北
海
道
お
試

し
暮
ら
し
事
業
﹂
を
通
じ

て
、
９
月
11
日
〜
25
日
ま

で
の
２
週
間
、
埼
玉
県
か

ら
１
名
の
参
加
者
が
あ
っ

行
政
の
み
な
ら
ず
受
け
皿
の

総
合
的
な
組
織
化
を
検
討



Q A＆ 

〔出資法と利息制限法〕

〔起債制限比率〕

〔合併特例債〕

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  

　貸金業者の上限金利を定める法律には、「利息制限法」と「出資法」があり、原則として、利息制限
法が適用されるが、「みなし弁済（上限を超えた支払利息について、債務者の自由意志で支払ったと認
められる場合）」という利息制限法の例外規定を満たすと出資法の上限金利を適用することができると
されている。なお、出資法の上限金利を超えた利息を取ると法律的に罰せられることになっている。

　地方自治体における「公債費」による財政負担の度合いを判断する指標の一つで、「地方債」の許可
の制限に用いられており、２０％以上の団体に対しては、原則として、一般単独事業などのために地方
債の発行が国により制限され、３０％以上になるとさらに厳しく制限される。

●公債費　借り入れた地方債の元利償還費と一時借入金の利息の合計である借金
●地方債　道路や公園、公営住宅などの施設整備に必要な資金を長期にわたり国や金融機関

から借り入れるもの

　合併市町村が、まちづくり推進のため市町村建設計画に基づいて行う事業や基金の積立に要する経費
について、合併年度及びこれに続く10ヶ年度に限り、その財源として借り入れることができる地方債
のことをいう。
　合併特例債によって充当できるのは対象事業費のおおむね95％で、さらにその元利償還金の70％が
普通交付税によって措置される。
　この合併特例債に該当する事業としては、次のような事項があげられる。

①合併市町村の一体性の速やかな確立を図るために行う公共的施設の整備事業 
②合併市町村の均衡ある発展に資するために行う公共的施設の整備事業
③合併市町村の建設を総合的かつ効果的に推進するために行う公共的施設の総合整備事業 
④合併市町村における地域住民の連帯の強化又は合併関係市町村の区域であった区域におけ

る地域振興等のために設けられる基金（合併市町村振興基金）の積み立て

　政府は現在、出資法の上限金利（年率29.2％）を公布から３年後に利息制限法（年率20.0％）の水準
に引き下げ上限金利の一本化を目指すとしている。

出資法の金利融　資　金　額 利息制限法の金利  （　）内は違約金利

２９．２０％

１０万円未満

１０万円超〜１００万円未満

１００万円超

２０％（２９．２０％）

１８％（２６．２８％）

１５％（２１．９０％）
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議
員
　
合
併
の
優
遇
措
置

の
一
つ
で
あ
る
合
併
特
例
債

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考

え
方
で
活
用
す
る
の
か
。

町
長
　
本
町
に
お
け
る
合

併
特
例
債
の
借
入
可
能
額
は
、

合
併
時
の
財
政
規
模
、
人
口

等
を
積
み
上
げ
た
結
果
、
ハ

ー
ド
事
業
に
お
い
て
は
38
億

円
、
ソ
フ
ト
事
業
に
お
い
て

は
９
・
６
億
円
と
算
出
さ
れ

て
い
る
。
平
成
18
年
度
に
あ

っ
て
は
、
役
場
本
庁
舎
と
総

合
支
所
間
の
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

工
事
に
対
し
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
後
も
新
町
建
設

計
画
に
基
づ
く
も
の
、
両
地

域
の
一
体
感
を
出
す
も
の
や

地
域
格
差
を
埋
め
て
い
く
も

の
な
ど
を
中
心
に
事
業
の
必

要
性
を
十
分
検
討
し
な
が
ら

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

財
政
健
全
化
へ
の
見
通
し
と

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

合
併
特
例
債
の
活
用
は

事
業
の
必
要
性
を

十
分
検
討
す
る

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
交
流
人
口
の
方
々
の

移
住
や
定
住
を
目
標
と
し
た

取
組
み
を
進
め
た
い
が
、
行

政
だ
け
で
行
っ
て
い
く
こ
と

に
も
限
界
が
あ
り
、
町
内
外

を
含
め
た
受
け
皿
を
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
た
め
の
組

織
化
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員
　
お
試
し
移
住
的
な

受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
、
遊

休
化
し
て
い
る
職
員
住
宅
等

の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
現
在
空
き
家
の
職

員
住
宅
２
戸
に
つ
い
て
、
３

ヶ
月
以
内
の
移
住
体
験
希
望

者
用
に
確
保
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
冬

の
厳
し
い
季
節
の
体
感
を
含

め
て
、
今
後
と
も
町
独
自
の

Ｐ
Ｒ
を
進
め
な
が
ら
一
組
で

も
入
居
い
た
だ
け
る
よ
う
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。



OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

議会の役割

QQ AAか ぎ い 

　大空町では、まちづくりや福祉、教育、道路、下水道など住民生活に深くかかわる仕事をしています。

　これらの仕事（町政）には、町民の皆さんが自分たちで考え、話し合い、決めたことを実行することが大切

なことですが、皆さんが一堂に会して町政の運営について話し合うことも困難ですので、代表として町議

会議員や町長を選挙によって選び、町政の運営を委ねています。

　町議会は、町民の皆さんを代表する議員の合議によって、町政の方針を決定したり、町政が適正に行われ

ているかチェックしたりする機関で「議決機関」といいます。また、町議会の決定に基づいて実際に仕事を

行うのが町長で、町長をはじめ教育委員会、農業委員会、選挙管理委員会、監査委員などを「執行機関」とい

います。

　町議会と町長は、町政を支える両輪として独立・対等の立場に立ち、互いを尊重し、論議し合いながら住

みよい大空町をつくるために日々努力をしています。

＆ ＆ 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１，

４
０
９
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
74
億
９，

４
３

６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

上
東
・
西
倉
54
号
線
道
路

整
備
事
業
債

１，

３
３
０
万
円

前
年
度
繰
越
金
　
79
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

上
東
・
西
倉
54
号
線
道
路

改
良
舗
装
工
事

１，

４
０
９
万
円

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
５
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
４，

６
５
８
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
75
億
４，

０
９

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

河
川
災
害
復
旧
費
補
助
金
　

１，

１
４
５
万
円

備
荒
資
金
組
合
災
害
支
消

金
　
　
３，

２
９
１
万
円

18
年
発
生
災
害
公
共
土
木

施
設
復
旧
事
業
債
　
　

２
８
０
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

18
年
発
生
災
害
農
業
用
施

設
復
旧
費
　
２
４
５
万
円

18
年
発
生
災
害
林
業
施
設

復
旧
費
　
　
　
　
30
万
円

18
年
発
生
災
害
道
路
橋
梁

復
旧
費２

３，

０
０
０
万
円

18
年
発
生
災
害
河
川
復
旧

費
　
２
０，

０
２
３
万
円

18
年
発
生
災
害
社
会
教
育
施

設
復
旧
費
　
　
　
60
万
円

︻
大
空
町
葬
の
執
行
︼

11
月
18
日
に
逝
去
さ
れ
た

名
誉
町
民
︵
元

女
満
別
町

議
会
議
員
︶
金
子
勇
吉
氏
の

町
葬
の
執
行
に
同
意
し
ま
し

た
。

︻
平
成
18
年
度
大
空
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
６
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
３
５
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
が
75
億
４，

４
４
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
と
し
て
、

前
年
度
繰
越
金３

５
０
万
円

▼
歳
出
と
し
て
、

町
葬
費
　
　
３
５
０
万
円

予
算
案
件

一
般
案
件

予
算
案
件

第5回臨時会第5回臨時会第5回臨時会

大雨災害復旧関連の
　　　補正予算を承認

第5回臨時会は、10月18日の
１日間の会期で開かれ、以
下の町提出案件が決まりま
した。

第6回臨時会第6回臨時会第6回臨時会

大空町葬関連の
　　補正予算を承認

第6回臨時会は、11月19日の
１日間の会期で開かれ、以
下の町提出案件が決まりま
した。
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総務・厚生文教・産業建設の各常任委員会、議会運営委員会や議会広

報編集特別委員会などは閉会中も開催され、所管する事案に関する

案件の協議や活動等を行っています。※主な内容をお知らせします。

総
務
常
任
委
員
会

⑴
第
５
回
委
員
会
︵
９
／
13
︶

・
総
合
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

・
町
有
地
利
用
計
画
に
つ

い
て

⑵
行
政
視
察
︵
11
／
13
〜
16
︶

●
総
務
常
任
委
員
会
が
所

管
す
る
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
先
進
地
の
視
察

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

︹
兵
庫
県
篠
山
市
︺

①
合
併
後
の
篠
山
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

②
篠
山
市
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て

︹
香
川
県
さ
ぬ
き
市
︺

①
さ
ぬ
き
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
に
つ
い
て

︹
香
川
県
善
通
寺
市
︺
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①
善
通
寺
市
自
治
基
本
条

例
に
つ
い
て

②
行
政
改
革
の
取
組
み
状

況
と
善
通
寺
市
総
合
株

式
会
社
の
概
要
等
に
つ

い
て

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

⑴
第
５
回
委
員
会
︵
８
／
17
︶

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
増
床
に
つ
い
て

⑵
第
６
回
委
員
会
︵
９
／
11
︶

・
地
域
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て

・
老
人
医
療
費
の
改
正
に

つ
い
て

⑶
第
７
回
委
員
会
︵
９
／
26
︶

・
要
望
意
見
書
に
つ
い
て

⑷
行
政
視
察
︵
10
／
３
〜
５
︶

●
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

が
所
管
す
る
次
の
事
項

に
つ
い
て
、先
進
地
の
視

察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

︹
東
川
町
︺

①
大
雪
地
区
広
域
連
合
の

概
要
等
に
つ
い
て

②
東
川
町
幼
保
一
元
化
施

設
の
概
要
等
に
つ
い
て

︹
長
沼
町
︺

①
福
祉
行
政
へ
の
取
組
み

状
況
に
つ
い
て

︹
当
別
町
︺

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
︵
バ
ス
交
通
体
系
実

証
運
行
事
業
︶
の
取
組

み
状
況
に
つ
い
て

②
移
住
促
進
対
策
の
取
組

み
状
況
に
つ
い
て

⑸
第
８
回
委
員
会
︵
11
／
６
︶

・
い
じ
め
・
不
登
校
等
の

問
題
に
つ
い
て

⑹
所
管
事
務
調
査
︵
11
／
24
︶

●
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

が
所
管
す
る
課
等
の
担

当
職
員
か
ら
、
以
下
の

案
件
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
調
査
し
ま
し
た
。

①
国
民
健
康
保
険
東
藻
琴

診
療
所
の
現
状
と
今
後

の
課
題
等
に
つ
い
て

②
社
会
福
祉
法
人

東
藻

琴
福
祉
会
の
概
要
、
福

寿
苑
の
現
状
と
今
後
の

課
題
等
に
つ
い
て

③
火
葬
場
の
現
状
と
今
後

の
課
題
等
に
つ
い
て

︵
旧
女
満
別
火
葬
場
の

解
体
・
跡
地
処
理
問
題
含
︶

④
社
会
福
祉
法
人

女
満

別
福
祉
会
の
概
要
、
女

満
別
ド
リ
ー
ム
苑
の
現

状
と
今
後
の
課
題
等
に

つ
い
て

⑤
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
今
後
の
課
題

等
に
つ
い
て

⑥
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
現
状
と
今
後
の
課

題
等
に
つ
い
て

⑦
新
た
な
高
校
教
育
に
関

す
る
指
針
の
概
要
︵
高

校
再
編
計
画
︶
と
今
後

の
課
題
等
に
つ
い
て

⑧
女
満
別
小
学
校
の
校
舎

の
現
状
と
建
替
計
画
等

に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

⑴
第
３
回
委
員
会
︵
９
／
12
︶

・
国
営
畑
地
か
ん
が
い
事

業
に
つ
い
て

・
大
空
町
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
持
続
的
農
業
・
農
村
づ

く
り
促
進
特
別
対
策
事

業
︵
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
︶
の
実
施
に
つ
い
て

・
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況

に
つ
い
て

⑵
第
４
回
委
員
会
︵
９
／
26
︶

・
農
業
に
お
け
る
経
営
所

得
安
定
対
策
に
つ
い
て

・
要
望
意
見
書
に
つ
い
て

⑶
大
雨
災
害
箇
所
現
地
調
査
　

︵
10
／
８
〜
10
︶

⑷
行
政
視
察
︵
10
／
10
〜
13
︶

●
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

が
所
管
す
る
次
の
事
項

に
つ
い
て
、先
進
地
の
視

察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

︹
熊
本
県
小
国
町
︺

①
杖
立
温
泉
の
活
性
化
の

取
組
み
状
況
に
つ
い
て



要 望 意 見 書

①『出資法の上限金利の引き下げ等、「出資法」及び「貸金業規制法」の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正を求める』要望意見書

１．出資法の改正

⑴行法の上限金利を利息制限法の制限金利まで引き下げること。また、特例措置の設置及び施行まで
の経過期間の導入をしないこと。

⑵現行法における日賦貸金業者に対する特例金利を廃止すること。

２．貸金業規正法の改正

⑴現行法４３条のみなし弁済規定を撤廃すること。

（提出先）
 衆議院議長
 河野　洋平
 参議院議長
 扇　　千景
 内閣総理大臣
 安倍　晋三


 法務大臣
 長勢　甚遠
 総務大臣
 菅　　義偉
 金融担当大臣
 山本　有二


 経済財政政策担当大臣
 大田　弘子

③『平成19年度国家予算編成における義務教育費無償及び
　　　　　国庫負担制度の堅持と負担率1/2復元を求める』要望意見書

１．国の責務である教育水準の最低保障を担保するために必要不可欠な義務教育費国

庫負担制度を堅持し、負担率1/2復元をすること。また、交付金化や一般財源化を

行わないこと。

２．憲法及び教育基本法の理念である義務教育費の無償を実現するため、保護者負担

がゼロとなるよう教育予算を拡充すること。

３．３０人以下学級を早期に実現すること。

（提出先）
 内閣総理大臣
 安倍　晋三
 財務大臣
 尾身　幸次
 文部科学大臣
 伊吹　文明


 総務大臣
 菅　　義偉

②『療養病床の廃止・削減の中止等を求める』要望意見書

１．療養病床の削減計画の中止すること。

２．地域住民が安心して暮らせるように介護保険事業計画を見直し、医療、介護、福

祉制度や施設等の基盤を充実させること。

（提出先）
 衆議院議長
 河野　洋平
 参議院議長
 扇　　千景
 内閣総理大臣
 安倍　晋三


 厚生労働大臣
 柳澤　伯夫

︹
熊
本
県
氷
川
町︵
友
好
都
市
︶︺

①
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
み
状
況
に
つ

い
て

②
Ｔ
Ｍ
Ｏ
及
び
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
の
取
組

み
状
況
に
つ
い
て

③
主
な
公
共
施
設
等
の
視
察

︹
大
分
県
別
府
市
︺

①
安
心
院
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
組
み
状
況

に
つ
い
て

②
民
泊
登
録
農
家
の
視
察

⑸
第
５
回
委
員
会
︵
11
／
２
︶

・
麦
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設

の
建
設
計
画
に
関
す
る

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

・
藻
琴
山
温
泉
に
関
す
る

現
状
と
今
後
の
見
通
し

等
に
つ
い
て
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議 会 日 誌

８月
28日
議員協議会




 女満別町交通安全防犯推進委員会総会




 大空町交通安全防犯推進委員会設立総会


9月
4日
第10回議会運営委員会



 11日
平成18年度東藻琴地区老人福祉大会




 第６回厚生文教常任委員会




 第３回議会広報編集特別委員会



 12日
第３回産業建設常任委員会



 13日
第５回総務常任委員会



 15日
平成18年度女満別地区老人福祉大会




 議員協議会



 17日
大空町ふれあい広場2006 in めまんべつ



 19日
第４回議会広報編集特別委員会



 20日
第11回議会運営委員会



 26日
平成18年第２回定例会




 第７回厚生文教常任委員会




 第４回産業建設常任委員会


 
27日
平成18年第２回定例会




 第１回決算審査特別委員会




 第５回議会広報編集特別委員会


10月
2日
東京都稲城市議会会派「公明党」行政視察来町



  3日〜5日 厚生文教常任委員会行政視察調査（東川町他）



 5日
大空町交通安全防犯推進委員会交通安全・防犯部会会議



 6日
大空町の議会議員、農協役員及び農業委員等合同学習会



 10日
第12回議会運営委員会



 10日〜13日 産業建設常任委員会行政視察調査

（熊本県氷川町他）



 17日
平成18年度女満別空港消火救難総合訓練



 18日
平成18年第５回臨時会




 第２回決算審査特別委員会




 平成18年度秋の交通安全運動街頭啓発



 24日
平成18年度北網ブロック町議会議員研修会（小清水町）


 
31日
本別町議会産業厚生常任委員会行政視察来町


11月
2日
第５回産業建設常任委員会



 3日
平成18年度大空町表彰式



 6日
第８回厚生文教常任委員会



 9日
第６回総務常任委員会




 第６回議会広報編集特別委員会



 11日
第４回東京東藻琴会（東京都）




 第34回東京女満別会及び第24回企業誘致

東京協力会（東京都）



 13日〜16日 総務常任委員会行政視察調査

（兵庫県篠山市他）



 19日
第13回議会運営委員会




 平成18年第６回臨時会



 22日
第50回町村議会議長会全国大会（東京都）



 24日
厚生文教常任委員会所管事務調査



 27日
第７回議会広報編集特別委員会

平成18年8月28日〜11月27日

議会の傍聴はお気軽に!議会の傍聴はお気軽に!
　定例会は、年４回（３月・６月・９月・12月）に開かれます。また、臨時会は必要に応じて随時開
かれますので、皆様もお気軽に傍聴においでください。詳しくは、議会事務局へお問い合わせく
ださい。

●12月定例会は12月19日から開かれる予定です。

低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
10
月
７
日
か
ら

９
日
早
朝
に
か
け
て
降
り
続
い
た
雨
は
、

約
２
０
０
㎜
の
降
雨
量
と
な
っ
て
町
内
各

地
や
網
走
湖
周
辺
に
大
変
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
町

民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
佐
呂
間
町
若
佐
地
区
を
襲
っ
た
竜

巻
に
よ
る
被
害
も
多
く
の
死
傷
者
が
出
た

大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
被
害
の
復
旧
に

苦
労
な
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
心
労
を
思
い

ま
す
と
大
変
心
が
痛
み
ま
す
。
一
日
も
早

い
回
復
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

連
日
の
よ
う
に
﹁
い
じ
め
の
問
題
﹂
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
10
数
年
と

い
う
短
い
年
月
で
自
ら
の
命
を
絶
つ
に
至

っ
た
子
供
た
ち
の
気
持
ち
、
残
さ
れ
た
両

親
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
き
、
報
道
に
接

す
る
た
び
に
と
て
も
辛
く
、
悲
し
み
が
込

み
上
げ
て
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
こ
と
を
大
好
き
に
な
っ
て
、
家

族
や
友
達
の
こ
と
を
大
好
き
に
な
る
人
た

ち
が
増
え
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
い
じ
め
が

減
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
た
め
に
安
全
な
環
境
を
つ

く
り
、
危
険
な
目
に
遭
わ
な
い
よ
う
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
子
供
を
持
つ
親
と
し
て
関
係
者
の

方
々
の
ご
努
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。
家
庭
に
お
い
て
も
究
極
の
安
全
な
ど

は
な
い
こ
と
を
教
え
、
危
機
に
陥
っ
た
と

き
に
い
か
に
対
処
す
る
か
教
育
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。


